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町のイメージキャラクター
「なかちゃん」

楽しかった思い出とともに
小川幼稚園閉園式

楽しかった思い出とともに
小川幼稚園閉園式

楽しかった思い出とともに
小川幼稚園閉園式
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平
成
29
年
度

2予
算

　

平
成　

年
度
は
、「
第
2
次
那
珂
川
町
総
合
振
興
計
画
」で
定
め
た
町
の
将
来
像
で
あ
る「
人
・
も
の
・
自
然
が
融

29

和
し　

み
ん
な
で
手
を
取
り
合
い　

元
気
を
生
み
出
す
ま
ち
」の
実
現
の
た
め
、
各
施
策
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」で
定
め
た
地
方
創
生
に
向
け
た
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、　

億
5
、0
0
0
万
円
と
な
り
、
前
年
度
予
算
に
対
し
、　

億
3
、0
0
0
万

29

81

18

円
減（　
・
3
％
減
）の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
減
額
の
主
な
要
因
は
、
庁
舎
建
設
工
事
や
、
認
定
こ
ど
も
園
の

18

整
備
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

81億5,000万円

町税
19億1,101万円（23.5％）

繰入金
6億3,576万円（7.8％）

地方交付税
30億円（36.8％）

町債
5億5,800万円（6.9％）

県支出金
4億6,688万円（5.7％）

県支出金
4億6,688万円（5.7％）

県支出金
4億6,688万円（5.7％）

国庫支出金
5億6,408万円（6.9％）

その他の依存財源
5億2,110万円（6.4％）

分担金及び負担金　1億5,073万円（1.8％）
使用料及び手数料　8,683万円（1.1％）

その他の自主財源　2億5,561万円（3.1％）

自
主
財
源　

30
億
3
、9
9
4
万
円（
37
・
3
％
）

依
存
財
源　

51
億
1
、0
0
6
万
円（
62
・
7
％
）

歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入自主財源は全体予算の37.3％に
　歳入の構成については、大きく分けて自主

財源（町税や使用料、手数料など町独自でま

かなえるもの）と依存財源（地方交付税、国・

県支出金、町の借金である町債等）の2つに分

けられます。

　自主財源については、町税のうち、法人税、

固定資産税等は増額となりますが、個人町民

税、町たばこ税等が減額となるほか、庁舎建

設工事や、認定こども園の整備が完了したこ

とにより、財政調整基金繰入金や、福祉基金

繰入金等が減額となったため、自主財源は

30億3,994万円で構成比は37.3％となって

います。自主財源の中心となる町税は19億

1,101万円で歳入全体の23.5％となってい

ます。

　依存財源では、地方消費税交付金が減額と

なるほか、町債についても、大型事業の完了

に伴い大幅な減額になり、依存財源は51億

1,006万円で、構成比は、62.7％となりまし

た。依存財源の核となる地方の財源保障のた

めの地方交付税は、30億円で歳入全体の

36.8％を占めており、町債のうち財源補て

んのための臨時財政対策債は3億円計上いた

しました。

対前年度比率比較増減平成28年度平成29年度　　　項　目
会計区分

△ 18.3△ 1,830,0009,980,0008,150,000一 般 会 計
△ 0.6△ 3,000478,000475,000ケーブルテレビ事業

特　

別　

会　

計

0.820,0002,520,0002,540,000国 民 健 康 保 険
△ 5.0△ 10,000201,000191,000後 期 高 齢 者 医 療
△ 3.4△ 64,0001,894,0001,830,000介 護 保 険
△ 3.8△ 12,000316,000304,000下 水 道 事 業
△ 2.0△ 1,00049,00048,000農 業 集 落 排 水 事 業
   皆減△ 238,000238,0000簡 易 水 道 事 業
△ 5.4△ 308,0005,696,0005,388,000計
△ 1.0△ 3,001313,631310,630上 水 道（ 支 出 計 ）企

業
会
計

157.8247,191156,639403,830簡 易 水 道（ 支 出 計 ）
51.9244,190470,270714,460計

△ 11.7△ 1,893,81016,146,27014,252,460総　　　　　計

一般会計・特別会計・企業会計予算額（前年との比較） （単位：千円：％）
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投資的経費は8.8％に
　歳出については、町の厳しい財政状況を踏

まえ、事業の平準化に努めるとともに、前例

や既成概念にとらわれず、必要性、緊急性、

費用対効果を検証し、町民の安心・安全な生

活基盤を構築するための予算といたしました。

　目的別の主な事業について、民生費では、

認定こども園維持管理運営費、障害者福祉

サービス事業費や児童手当支給事業費のほか、

後期高齢者医療費や介護保険特別会計繰出金

などです。

　総務費では、デマンド交通、馬頭烏山線運

行経費や、ケーブルテレビ事業特別会計繰出

金のほか、まちづくり等に要する経費です。

　公債費は、合併特例債や過疎対策事業債の

ほか、臨時財政対策債等の町債の元金及び利

子の支払に要する経費です。

　土木費は、道路新設改良費、町道維持補修

費のほか、町営住宅等管理費や公共下水道事

業繰出金などです。

　このほか、教育費、衛生費、農林水産業費、

消防費、商工費などとなっています。

　歳出の性質別内訳は、建設事業費などの投

資的経費と人件費や物件費などの消費的経費、

公債費などのその他の経費の3つに分けるこ

とができます。投資的経費は、7億1,862万

円で、構成比は8.8％、消費的経費は、50億

6,651万円で、構成比は62.2％となりました。

また、その他の経費は、23億6,487万円で、

構成比は29.0％となっています。

81億5,000万円歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出
性質別 目的別

消
費
的
経
費　

50
億
6
、6
5
1
万
円（
62
・
2
％
）

投
資
的
経
費

7
億
1
、8
6
2
万
円

（
8
・
8
％
）

そ
の
他　

23
億
6
、4
8
7
万
円（
29
・
0
％
）

人件費
16億5,957万円
（20.4％）

補助費等
12億6,802万円
（15.6％）

物件費
13億3,920万円
（16.4％）

扶助費
7億271万円（8.6％）

繰出金
12億5,029万円
（15.3％）

公債費
9億2,689万円
（11.4％）

災害復旧事業費
1万円（0.0％）

その他　3,450万円
（0.4％）

積立金　870万円
（0.1％）

普通建設事業費
7億1,861万円
（8.8％）

維持補修費
9,701万円
（1.2％）

貸付金　1億4,449万円（1.8％）

民生費
21億9,313万円
（26.9％）

公債費
9億2,689万円
（11.4％）

総務費
12億6,281万円
（15.5％）

教育費
8億445万円
（9.9％）

衛生費
7億1,769万円（8.8％）

土木費
9億500万円
（11.1％）

消防費
4億1,342万円（5.1％）

農林水産業費
4億2,081万円（5.1％）

商工費　4億790万円（5.0％）

その他　9,790万円（1.2％）

町民1人当たりの目的別の予算額は（平成29年3月1日現在人口17，136人） （単位：円）
商工費農林水産業費衛生費民生費総務費議会費

23,80324,55741,882127,98473,6935,421
予備費公債費災害復旧費教育費消防費土木費

29254,090146,94524,12652,813

合　計

475,607
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平成29年度予算の主要施策（一般会計予算）

○母子保健事業 35,041千円
○障害者福祉サービス費 319,942千円
○児童手当支給事業 201,460千円
○こども医療費助成事業 35,800千円
○南那須地区広域行政事務組合病院費負担金
 85,530千円

元気で明るく暮らせるまちをつく元気で明るく暮らせるまちをつくるる

○畜産振興事業 17,775千円
○中部中山間地域総合整備事業 62,240千円
○とちぎの元気な森づくり事業 33,485千円
○商工業振興事業 17,999千円
○観光振興事業 69,786千円

活力をおこすまちをつく活力をおこすまちをつくるる

○「雇用の創出」推進プロジェクト
　・企業立地促進、雇用推進奨励金事業 90,000千円
○「結婚・出産・子育て」推進プロジェクト
　・認定こども園管理運営（3園） 186,508千円
　・結婚促進事業 850千円
　・産前、産後支援事業 2,241千円
○「新しい人の流れ創出」推進プロジェクト
　・子育て支援住宅整備事業 6,000千円
　・地域おこし協力隊事業 27,020千円
　・プレミアム商品券発行事業 20,000千円

まちづくりまちづくりのの　大重点プロジェク大重点プロジェクトト33

○町道改良舗装事業 154,000千円
○地方道路交付金事業 212,000千円
○デマンド交通運行事業 19,500千円
○常備消防、非常備消防管理運営 377,354千円
○空き家改修等支援事業 500千円

快適に暮らせるまちをつく快適に暮らせるまちをつくるる

○馬頭高等学校通学費等の助成 11,000千円
○小学校の管理運営 133,452千円
○中学校の管理運営 62,681千円
○文化振興事業 17,616千円
○国際交流事業 5,213千円

人を育むまちをつく人を育むまちをつくるる

○ごみ収集事業 232,459千円
○し尿処理対策事業 81,374千円
○生ごみ堆肥化事業 16,225千円
○低炭素まちづくり推進設備等導入事業 7,000千円

人と自然が共生するまちをつく人と自然が共生するまちをつくるる

○なかがわ元気プロジェクト事業 5,500千円
○木質資源出荷促進地域活性化事業 1,000千円

ともに考え行動するまちをつくともに考え行動するまちをつくるる
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平
成　

年
4
月　

馬
頭
西
小
学
校
が
馬
頭
小
学
校
に
統
合
し
ま
す

30

　

馬
頭
西
小
学
校
は
、
少
子
化
の
影
響
に
よ

り
、
年
々
児
童
数
が
減
少
し
、
平
成　

年
度

24

か
ら
複
式
学
級
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を
考
慮
し
、

平
成　

年
度
に
統
合
方
針
を
定
め
て
か
ら
、

26

保
護
者
の
皆
さ
ま
や
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
小

学
校
の
現
状
や
今
後
の
在
り
方
等
を
説
明
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
は
、
統
合
の
賛
否
を
含
め
て

様
々
な
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
初
は
平
成　

年
4
月
を
目
標
に
、
統
合
を

28

推
進
す
る
こ
と
で
説
明
会
等
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
改
め
て
平
成　

年
度
に

28

お
い
て
、
平
成　

年
4
月
に
統
合
す
る
こ
と

30

で
説
明
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
統
合
時
期
に
関
し
て
の
要
望
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
概
ね
統
合
に
つ
い
て
ご
理

解
を
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
馬
頭
西
小
学
校
を
平
成　

年
30

3
月
末
で
閉
校
し
馬
頭
小
学
校
に
統
合
、
平

成　

年
4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、

30
3
月
開
催
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
関
係

条
例
の
改
正
を
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
統
合
に
向
け
て
準
備
委
員
会
を
設

置
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
統
合
が
で
き
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

は
統
合
年
次
あ
る
い
は
、
統
合
そ
の
も
の
に

つ
い
て
、
様
々
な
お
考
え
が
あ
っ
た
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

第
一
に
考
え
て
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
を
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
お
い
て
も
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

馬
頭
西
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会

　

馬
頭
西
小
学
校
の
統
合
に
向
け
て
、
次
の

よ
う
な
項
目
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し
、
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
通
学
対
策

　

児
童
の
通
学
手
段
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

○
引
越
し
引
継
ぎ

　

学
校
の
教
材
や
備
品
等
を
調
整
し
、
統
合

校
へ
搬
入
す
る
も
の
、
廃
棄
す
る
も
の
等
を

分
別
し
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

○
閉
校
記
念
事
業

　

馬
頭
西
小
学
校
の
閉
校
に
あ
た
り
、
閉
校

記
念
誌
の
発
行
や
閉
校
記
念
式
典
等
の
準
備

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課　

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
4

故
小
泉
哲
也
氏
に
正
七
位
瑞
宝
双
光
章

　

去
る　

月　
12

14

日
に　

歳
で
お

77

亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
元
南
那

須
町
立
江
川
小

学
校
長
小
泉
哲

也
氏（
小
川
）は
、

生
前
の
教
育
行
政
の
功
績
に
よ
り
、
正
七
位

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
泉
氏
は
、
昭
和　

年
に
教
職
に
就
か
れ
、

34

初
・
中
等
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」が
さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」は
、

4
月
か
ら
新
た
に
、
指
定
乗
降
場
所
が
追

加
・
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
追
加
・
変
更
場
所
は
、
商
業
施
設
、

金
融
機
関
、
接
骨
院
・
整
骨
院
、
公
共
施
設

等
、
合
わ
せ
て　

カ
所
で
す
。

19

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
乗
り
合
い
で
運

行
し
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
の
自
宅
及
び
、

指
定
乗
降
場
所
以
外
は
停
車
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
乗
車
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー

　

緯
0
2
8
7（
9
2
）7
4
4
7

○
登
録
申
し
込
み

　

総
務
課　

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
1

　

総
合
窓
口
課

　

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
1

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
際
は
、
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

み
ん
な
登
録
し
て
ね
。

○
追
加
・
変
更
さ
れ
る
指
定
乗
降
場
所

　

商
業
施
設

　
　

・
カ
ワ
チ
薬
品
小
川
店

　
　

・
カ
ン
セ
キ
小
川
店

　
　

・
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン
小
川
店

　
　

・
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン
馬
頭
店

　

金
融
機
関
等

　
　

・
足
利
銀
行
馬
頭
支
店

　
　

・
那
須
信
用
組
合
馬
頭
支
店

　
　

・
那
須
南
農
業
協
同
組
合
小
川
支
店

　
　

・
那
須
南
農
業
協
同
組
合
馬
頭
支
店

　
　

・
小
川
郵
便
局

　
　

・
馬
頭
郵
便
局

　

接
骨
院
・
整
骨
院

　
　

・
佐
藤
接
骨
院

　
　

・
髙
杉
整
骨
院

　
　

・
露
久
保
整
骨
院

　
　

・
福
田
整
骨
院

　

公
共
施
設
等

　
　

・
小
川
公
民
館

　
　

・
那
珂
川
警
察
署

　
　

・
馬
頭
高
等
学
校

　
　

・
道
の
駅
ば
と
う

　

そ
の
他

　
　

・
田
町
（
荒
井
薬
局
前
）

問
い
合
わ
せ

総
務
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
1
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アメリカ
ホースヘッズ村

ホースヘッズのみなさんと

平成28年度青少年海外体験学習派遣事業日程表
日　　　程地　　名月　日

小川公民館・出発式　⇒　成田空港　⇒　デトロイト空港 
⇒　エルマイラ空港　⇒　ホストファミリーと対面、ホ
ストファミリー宅へ

小川公民館集合
成田発⇒ホースヘッズ村３/１０（金）

歓迎夕食会

ホースヘッズ村

３/１１（土）
ホストファミリーと一緒にピザ作り体験、
パーク教会・パイオニアスタジアム見学３/１２（日）

ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、スポーツナイト３/１３（月）
ホストファミリーと過ごす３/１４（火）
ハンズ・アン・ガラスのガラス工芸体験３/１５（水）
タングルウッド自然センター（動物研究）、ボランティア活動３/１６（木）
ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、 
小学校訪問・文化交流（書道・折り紙指導）、
ありがとうパーティ

３/１７（金）

ホースヘッズ村　⇒　ニューヨーク（移動）、
セントラルパーク、トランプタワー周辺見学

ホースヘッズ村⇒ 
ニューヨーク３/１８（土）

ニューヨーク市内見学（自由の女神）、ブロードウェイミュージカル鑑賞ニューヨーク３/１９（日）
ケネディ空港　⇒　デトロイト空港　⇒　成田空港ニューヨーク発（機中泊）３/２０（月）

成田空港　⇒　小川公民館着、帰国式成田着 
小川公民館解散３/２１（火）

　

平
成　

年
度
町
青
少
年
海
外

28

体
験
学
習
は
、
3
月　

日
か
ら

10

　

日
ま
で
の　

日
間
、
米
国

21

12

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
な
ど
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

今
回
で　

回
目
の
訪
問
と
な

24

り
、
生
徒　

人（
馬
頭
中
4
人
、

12

小
川
中
5
人
、
矢
板
東
高
附
属

中
2
人
）と
大
金
正
道
団
長
、

事
務
局
2
人
の
総
勢　

人
の
訪

15

問
団
は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
滞

在
で
の
8
日
間
を
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
、
ア
メ
リ
カ

の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
を
肌

で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
は
寒
波
の

影
響
で
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
予

定
通
り
に
研
修
が
進
ま
な
い
日

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
分
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　

海
外
体
験
学
習
で
の
出
会
い

や
感
動
、
関
係
者
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
、
生
徒
の
感
想
と
写

真
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

7 広報なかがわ　平成29年　月10日4

ホストファミリーとミドルスクール訪問

ホームステイ先にて自然センターにて

 佐  々  木  諒  太 さん（恩田）
さ さ き りょう た

小川中2年

　

僕
は
、
今
回
の
海
外
派
遣
で
本
当

に
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
き
、
様
々
な

人
と
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ

の
文
化
や
特
徴
、
日
本
と
の
結
び
つ

き
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ア
メ

リ
カ
に
つ
い
て
の
興
味
・
関
心
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の　

日
間
で
の
貴
重
な
体
験
を
、

12

学
校
で
も
友
達
に
伝
え
、
広
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

の
生
活
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。
と
て
も
有
意
義
で
、
充
実
し
た

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

 藤  田 　 空  斗 さん（小口）
ふじ た そら と

馬頭中2年

　

僕
は
、
最
初
し
っ
か
り
言
葉
が
伝

わ
る
か
と
、
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、

空
港
に
着
い
て
初
め
て
会
う
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
の
み
な
さ
ん
は
、
笑
顔
と

拍
手
で
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
て
、

少
し
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、
心

に
残
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
同

年
代
の
子
た
ち
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
遊
ん
だ
こ
と
で
す
。
二
つ

目
は
最
後
に
開
催
し
た
あ
り
が
と
う

パ
ー
テ
ィ
で
、
村
の
み
ん
な
と
一
緒

に
踊
っ
た
こ
と
で
す
。

 藤  巻 　　
ふじ まき

 茜 さん（小川）
あかね

小川中2年

　

私
は
、
今
回
の
海
外
派
遣
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
相
手
の
言
葉
が
分
か
ら
な

く
て
も
、
心
で
通
じ
合
え
る
と
い
う

事
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

だ
っ
た
け
れ
ど
、
き
ち
ん
と
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
私
は
、
自
分
で
決
め
た
目

標
で
あ
る
、「
英
語
の
話
す
力
、
聞
く

力
を
高
め
る
こ
と
、
食
文
化
に
つ
い

て
調
べ
る
こ
と
」は
、
し
っ
か
り
と

達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
も

生
か
し
て
い
き
、
自
分
の
将
来
が
良

い
も
の
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

 佐  藤 　 陽  南 さん（馬頭）
さ とう ひ な

馬頭中2年

　

私
は
、
最
初
は
緊
張
や
疲
れ
、
言

葉
の
違
い
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

方
と
楽
し
く
会
話
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
家
で
も
落
ち
着
い
て
過
ご
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
み
ん
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、

一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
緊
張

が
と
れ
、
会
話
も
最
初
は
翻
訳
ア
プ

リ
に
頼
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
後

半
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
で
、
あ
ま

り
翻
訳
ア
プ
リ
に
頼
ら
な
く
て
も
、

楽
し
く
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
家
で
も
自
分
の
家
の
よ
う

に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
の
体
験
が
で
き
た
事

に
感
謝
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。

小学校訪問
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ガラス工芸体験異文化交流（折り紙） 異文化交流（習字）

 藤  田 　 愛  瑛 さん（小口）
ふじ た まな え

馬頭中2年

　

私
は
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
英
語

で
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
難
し
さ

を
学
び
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
、
簡
単
な
英
語
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
、
私
た
ち
が
言
い
た
い
こ

と
を
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
時
に
は
な
か
な
か
単
語
が
思
い

浮
か
ば
ず
、
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
話
を
し
た
く
て
も
、
相

手
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

ず
、
通
訳
ア
プ
リ
を
使
っ
て
会
話
を

進
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、

「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
」こ
と
を
目
標
に
参
加
し
た

の
で
、
も
う
少
し
ア
プ
リ
に
頼
ら
ず

頑
張
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 吉  川 　 奏  音 さん（馬頭）
よし かわ か のん

馬頭中2年

　

私
は
、
こ
の
体
験
を
通
じ
て「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。
英
語
が
上
手
く
話
せ
な
い

の
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と

1
週
間
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
れ
る
の
か
が
不
安
で
し

た
。

　

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
上
で
、
最
も
大
切
な
事
は
、

英
語
が
話
せ
る
か
で
は
な
く
、
自
分

の
意
思
を
相
手
に
し
っ
か
り
と
伝
え

る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
の

皆
さ
ん
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
体
験
で
沢
山
の
人
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

 永  森 　 隆  誠 さん（小川）
なが もり りゅう せい

小川中2年

　

僕
は
、
初
め
て
ア
メ
リ
カ
に
行
き

ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過

ご
し
た
一
週
間
は
と
て
も
楽
し
く
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト
場
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で

の
思
い
出
は
、
地
下
室
が
あ
り
、
そ

 豊  田  幸  太  郎 さん（谷田）
とよ だ こう た ろう

小川中2年

　

僕
は
、
今
回
初
め
て
の
海
外
で
、

と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
何

度
も
事
前
研
修
を
行
う
こ
と
で
緊
張

も
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
食
や
生
活
面
で
の
文
化

の
違
い
に
、
少
し
と
ま
ど
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

方
の
お
か
げ
で
ア
メ
リ
カ
の
生
活
に

も
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
海
外
研
修
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
同
級
生
や
家
族
に
、
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。

ピザ作り体験スポーツナイト フードバンクボランティア活動

こ
で
い
ろ
い
ろ
遊
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
パ
ト

リ
ッ
ク
の
姉
の
家
に
行
き
、
ジ
ャ
グ

ジ
ー
に
入
っ
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。

そ
の
日
は
雪
が
降
っ
て
い
て
、
と
て

も
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
て

入
っ
た
ジ
ャ
グ
ジ
ー
は
、
少
し
ぜ
い

た
く
な
気
分
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

最
後
に
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
は
、
と

て
も
美
し
い
村
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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ありがとうパーティ（アトラクション）

雪遊びニューヨークシティにて

 佐  原 なつみさん（小川）
さ わら

小川中2年

　

私
が
こ
の
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
で
過

ご
し
た
8
日
間
は
、
自
分
の
想
像
を

は
る
か
に
超
え
る
驚
き
と
発
見
の
毎

日
で
し
た
。

　

現
地
で
は
、
大
雪
に
よ
り
予
定
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
分
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

家
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
の
で
、

会
話
や
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
に
早
く

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー

ス
ヘ
ッ
ズ
村
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も

親
切
で
、
英
会
話
を
す
る
時
も
、
私

た
ち
に
合
わ
せ
て
、
分
か
り
や
す
く

会
話
し
て
く
れ
た
の
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

　

今
回
、
す
ば
ら
し
い
体
験
を
さ
せ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア

メ
リ
カ
の
文
化
を
直
接
自
分
の
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
す
。

　

最
初
は
、
上
手
に
会
話
が
出
来
な

か
っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
生
活
に
体

が
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た
り
、
苦
労

の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の

人
の
助
け
に
よ
り
、
楽
し
み
な
が
ら

も
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し

た
こ
と
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

会
話
が
な
く
て
も
、
自
然
と
仲
良
く

な
れ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
は
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
の
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

 佐  藤 　 千  咲 さん（芳井）
さ とう ち さき

矢板東高附属中2年

　

私
は
初
め
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
簡
単
な
会
話
は
で
き
ま
し
た
が
、

習
っ
て
い
な
い
単
語
や
文
法
は
わ
か

ら
ず
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
翻
訳
し
て
く
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
う
ち
に
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
絵
な
ど
を
使
っ
て
、

翻
訳
せ
ず
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
だ
ん
だ
ん
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

英
語
も
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

自
分
の
発
音
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
を
学
校
で

の
授
業
や
、
将
来
の
夢
に
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

ありがとうパーティ（スピーチ）

に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遠
い
異
国
の
地
と
考
え
て

い
た
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、
帰
国
し
た

今
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
感
じ
ま
せ
ん
。

環
境
や
文
化
の
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
、

日
本
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
点
は

少
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
、
物
事

を
広
く
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

 伊  藤 　 愛  美 さん（浄法寺）
い とう まな み

矢板東高附属中2年

　

成
田
空
港
へ
の
バ
ス
に
乗
り
込
む

前
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
へ
行
く
こ
と

が
心
配
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
思
う
と
、
一
度
も
会
っ
た
こ

と
が
な
い
人
た
ち
の
家
で
、
一
週
間

過
ご
す
こ
と
が
一
番
の
不
安
だ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
本
物
の
家
族
同
然

 眞  保 　 結  実 さん（小川）
しん ぼ ゆう み

小川中2年
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旺

王

欧

翁

横

横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

平
成　

年
度　

那
珂
川
町
職
員
配
置
一
覧

29

課
長　
　
　
　
　

橋
本　

民
夫

課
長
補
佐　
　
　

板
橋　

文
子

課
長
補
佐（
庁
舎
整
備
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

裕
之

●
行
政
係

係
長　
　
　
　
　

藤
田　

寿
彦

主
査　
　
　
　
　

猪
股　

倫
子

主
査　
　
　
　
　

露
久
保　

一

主
査　
　
　
　

○
星　
　

孝
範　

●
管
財
係

係
長　
　
　
　
　

加
藤　

博
行

主
査　
　
　
　
　

小
髙　

博
史

主
事　
　
　
　
　

秋
元　

一
彦

●
消
防
交
通
係

係
長　
　
　
　
　

田
角　
　

章

主
査　
　
　
　
　

奈
良　

大
輔

主
事　
　
　
　
　

板
山　

篤
史

※
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

課
付
課
長　
　

○
田
所　
　

明

※
栃
木
県
市
町
村
課
派
遣

課
付
主
査　
　

○
佐
藤　

禎
晃

　

平
成　

年
4
月
か
ら
、
生
活
環
境
課
が
新
設
さ
れ
、
新
庁
舎
1
階
で

29

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
4
月
1
日
付
け
の
人
事
異
動
に
伴
う
、
職
員

の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

※
異
動（
新
規
採
用
者
含
む
）が
あ
っ
た
職
員
は
青
字
、
○
は
昇
任
者

総
務
課　

緯（
9
2
）1
1
1
1

課
長　
　
　
　
　

佐
藤　

美
彦

課
長
補
佐　
　
　

小
松　

悦
子

●
企
画
調
整
係

係
長　
　
　
　
　

久
保
寺
康
之

主
査　
　
　
　
　

大
森　

祐
城

企
画
財
政
課　

緯（
9
2
）1
1
1
4

主
事
補　
　
　
　

岡
山
こ
の
み

●
財
政
係　
　
　
　
　

係
長　
　
　
　
　

横
山　

和
則

主
査　
　
　
　
　

笹
沼　

正
嗣

●
広
報
広
聴
係

係
長　
　
　
　
　

星　
　
　

学

主
事　
　
　
　
　

秋
元　
　

梢

●
情
報
管
理
係

係
長　
　
　
　
　

佐
藤　

康
隆

主
事　
　
　
　
　

大
金　

弘
明

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

緯（
9
2
）1
1
2
1

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係

係
長　
　
　
　
　

髙
野　

曜
路

主
事　
　
　
　
　

菊
池　
　

良

課
長　
　
　
　
　

笹
沼　

公
一

課
長
補
佐（
課
税
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

小
松　

重
隆

●
管
理
収
税
係

係
長　
　
　
　
　

星　
　

善
浩

専
門
員　
　
　
　

鈴
木　

眞
也（
再
）

主
事　
　
　
　
　

大
金　

知
織

●
住
民
税
係

係
長　
　
　
　
　

杉
本　
　

篤

課
付
係
長　
　

○
小
室　

達
夫

主
事
補　
　
　
　

岡　
　

悠
吏

税
務
課　

緯（
9
2
）1
1
2
0

●
資
産
税
係

係
長　
　
　
　
　

佐
藤　
　

武

主
査　
　
　
　
　

佐
藤　

洋
平　

主
事　
　
　
　
　

川
井
奈
都
子

※
矢
板
県
税
事
務
所（
併
任
）

主
事　
　
　
　
　

小
川　

将
照

課
長　
　
　
　
　

薄
井　

桂
子

課
長
補
佐
兼
保
険
年
金
係
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
浪　

京
子

●
戸
籍
住
民
係

係
長　
　
　
　
　

金
子　

洋
子

課
付
係
長　
　
　

藤
田　

洋
美

主
事　
　
　
　
　

菊
池　

明
子

主
事
補　
　
　
　

菊
池
愛
咲
美　

●
保
険
年
金
係

主
査　
　
　
　

○
福
田　

貴
行

主
事　
　
　
　
　

星　
　

晴
奈

主
事　
　
　
　
　

石
田
千
麻
紀

※
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣

主
事　
　
　
　
　

福
嶋　

雅
俊

住
民
課　

緯（
9
2
）1
1
1
2

生
活
環
境
課　

緯（
9
2
）1
1
1
0

課
長　
　
　
　

○
大
武　
　

勝

課
長
補
佐　
　
　

薄
井　
　

亮

●
生
活
環
境
係

係
長　
　
　
　
　

大
橋　

裕
一

主
事　
　
　
　
　

中
野　

健
太

●
環
境
推
進
係

係
長　
　
　
　
　

屋
代　

正
子

健
康
福
祉
課　

緯（
9
2
）1
1
1
9

主
査　
　
　
　
　

小
林　

宏
美

主
事　
　
　
　
　

鈴
木　

倫
央

主
事　
　
　
　
　

小
幡　

優
子

●
母
子
保
健
係

係
長　
　
　
　

○
磯
野　

律
子

保
健
師　
　
　
　

髙
橋　

麻
紀

保
健
師　
　
　
　

手
束　

奈
津

臨
床
心
理
士　
　

原
口　

正
人

課
長　
　
　
　
　

立
花
喜
久
江

課
長
補
佐　
　
　

薄
井　

和
夫

課
長
補
佐
兼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
健
康
増
進
係
長

　
　
　
　
　
　

○
益
子　

利
枝

●
社
会
福
祉
係

係
長　
　
　
　
　

加
藤
美
智
子

主
査　
　
　
　
　

仲
野
谷
智
子

主
査　
　
　
　

○
鈴
木
美
裕
紀

●
高
齢
福
祉
係

係
長　
　
　
　

〇
永
森　
　

強

専
門
員　
　
　
　

北
條　
　

清（
再
）

主
事　
　
　
　
　

藤
田　

智
美

主
事
補　
　
　
　

川
俣　

光
世

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

緯（
9
2
）1
1
8
8

●
健
康
増
進
係

課
付
係
長　
　
　

星　
　

裕
之

管
理
栄
養
士　
　

小
室　

綾
恵

保
健
師　
　
　
　

半
田　

理
瑛

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緯（
9
6
）2
1
6
1

主
幹
兼
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長　
　
　
　

○
秋
元
千
代
子

課
長
補
佐　
　
　

髙
瀨　

敏
之

主
任
看
護
師　
　

小
山
田
智
子

社
会
福
祉
士　
　

立
川　

正
史

保
健
師　
　
　
　

柴
田　

理
美

子
育
て
支
援
課

緯（
9
2
）1
1
1
5

課
長　
　
　
　
　

稲
澤　

正
広

課
長
補
佐　
　
　

網
野　

幸
恵

●
子
育
て
支
援
係

係
長　
　
　
　
　

谷
田　

克
彦

な
か
の
こ
認
定
こ
ど
も
園

緯（
9
2
）2
2
0
2

園
長　
　
　
　
　

大
金　

浩
子

教
頭　
　
　
　

○
髙
橋　

和
子

保
育
教
諭　
　
　

伊
藤
由
紀
子

保
育
教
諭　
　
　

天
沼　

久
恵

保
育
教
諭　
　
　

髙
瀬　
　

弘

保
育
教
諭　
　
　

星　
　

将
司

保
育
教
諭　
　
　

岡
安　

柚
佳

保
育
教
諭　
　
　

益
子　
　

恵

保
育
教
諭　
　
　

森
山　

佳
澄

主
任
調
理
員　
　

岡　
　

文
子

主
任
調
理
員　

○
川
那
子
和
枝

ひ
ば
り
認
定
こ
ど
も
園

緯（
9
2
） 
2
3
0
1

園
長　
　
　
　
　

鈴
木　

政
江

教
頭
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ば
り
保
育
教
諭　

永
森
あ
つ
子

主
幹
保
育
教
諭　

佐
藤　

尚
巳

保
育
教
諭　
　
　

加
藤　

剛
史

保
育
教
諭　
　
　

長
谷
川
文
香

保
育
教
諭　
　
　

小
泉　
　

怜

保
育
教
諭　
　
　

薄
井
裕
香
子

保
育
教
諭　
　
　

藤
澤
佳
代
子

保
育
教
諭　
　
　

川
井　

愛
純

保
育
教
諭　
　
　

髙
野　

優
希
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わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園

緯（
9
6
）5
2
2
1

主
幹
兼
園
長　
　

大
森
美
弥
子

教
頭　
　
　
　
　

大
森　

尚
美

主
幹
保
育
教
諭　

川
上　

清
美

保
育
教
諭　
　
　

髙
野　

路
康

保
育
教
諭　
　
　

佐
藤　

希
美

保
育
教
諭　
　
　

永
井　

千
穂

保
育
教
諭　
　
　

伊
藤
佐
由
加

保
育
教
諭　
　
　

佐
藤　

有
加

保
育
教
諭　
　
　

田
代　

寿
樹

保
育
教
諭　
　
　

白
石　

牧
子　

保
育
教
諭　
　
　

岡　
　

珠
美

保
育
教
諭　
　
　

菊
池　

美
穂

保
育
教
諭　
　
　

小
口　
　

歩　

保
育
教
諭　
　
　

黒
川　

聖
華

保
育
教
諭　
　
　

北
條
由
布
子

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り

緯（
9
2
）2
3
0
1

保
育
教
諭　
　
　

菊
地
真
祐
美

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
あ
ゆ

緯（
9
6
）5
2
2
3

課
長　
　
　
　
　

穴
山
喜
一
郎　

課
長
補
佐　
　
　

益
子　

泰
浩

●
管
理
係

係
長　
　
　
　
　

長
山　

康
志

主
査　
　
　
　
　

田
代　

敏
樹

主
査　
　
　
　
　

五
江
渕
美
智
子

主
事　
　
　
　
　

小
高
美
奈
子

●
土
木
建
築
係

係
長　
　
　
　
　

田
邊　

康
行

主
査　
　
　
　
　

菊
地　

宏
明

建
設
課　

緯（
9
2
）1
1
1
8

専
門
員　
　
　
　

菊
池　

政
広（
再
）

主
事　
　
　
　
　

川
上　

雅
彰

●
地
籍
調
査
係

係
長　
　
　
　
　

熊
田　

則
昭

主
事　
　
　
　
　

関
谷　

龍
太

主
事
補　
　
　
　

小
森　

亮
利　

※

栃
木
県
烏
山
土
木
事
務
所
派
遣

課
付
技
師　
　
　

深
澤　

啓
太

課
長　
　
　
　
　

坂
尾　

一
美

課
付
課
長（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
併
任
）　
　
　

大
森　

新
一

課
長
補
佐
兼
農
地
調
整
係
長　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

深
澤　

昌
美

●
農
政
係

係
長　
　
　
　
　

鈴
木　

浩
史

専
門
員　
　
　
　

鈴
木　

雄
一（
再
）

主
事　
　
　
　
　

岡　
　

健
太

主
事　
　
　
　
　

水
井　
　

巧

●
農
林
整
備
係

係
長　
　
　
　
　

磯
野　
　

大

主
査　
　
　
　
　

露
久
保　

諭

主
事　
　
　
　
　

藤
澤　

祐
紀

主
事　
　
　
　
　

髙
橋　

智
也

●
農
地
整
備
係
（
農
業
委
員
会
事
務

局
併
任
）

主
査　
　
　
　
　

小
髙　
　

恵

主
事　
　
　
　
　

阿
久
津
康
史

農
林
振
興
課　

緯（
9
2
）1
1
1
3

商
工
観
光
課　

緯（
9
2
）1
1
1
6

課
長　
　
　
　
　

板
橋　

了
寿

課
長
補
佐　
　
　

小
室　

利
雄

●
商
工
係

係
長　
　
　
　
　

渋
谷　

直
樹

主
事　
　
　
　
　

石
澤　
　

聡

●
観
光
係

係
長　
　
　
　
　

石
井　

里
子

主
事　
　
　
　
　

小
林　

愛
美

小
川
庁
舎
総
合
窓
口
課

緯（
9
6
）2
1
1
1

課
長　
　
　
　

○
藤
田　

善
久

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

坂
尾　

三
穂

●
総
務
係

課
付
係
長　
　
　

佐
藤　

郁
夫

●
町
民
係

係
長　
　
　
　
　

髙
野　
　

恵

主
査　
　
　
　
　

石
塚　

章
貴

主
査　
　
　
　
　

五
月
女
倫
子

●
福
祉
係

係
長　
　
　
　
　

村
上　

明
美　

課
付
係
長　
　
　

齋
藤　

貴
之

会
計
課　

緯（
9
2
）1
1
1
7

会
計
管
理
者
兼
課
長

　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

守

課
長
補
佐　
　
　

江
口　

義
男

●
会
計
係

係
長　
　
　
　
　

齋
藤　

昌
代

主
事
補　
　
　
　

齋
藤　

梨
菜

学
校
教
育
課　

緯（
9
6
）2
1
1
4

課
長　
　
　
　
　

薄
井　

健
一

課
長
補
佐　
　
　

笠
井　

真
一

課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長　

　
　
　
　
　
　

○
加
藤　

啓
子

●
学
校
管
理
係

係
長　
　
　
　
　

豊
田　

博
之

主
事　
　
　
　
　

宮
崎　

智
子

●
学
校
教
育
係

課
付
係
長　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン　

ケ
ビ
ン

指
導
主
事　
　
　

髙
橋　
　

徹

主
事　
　
　
　
　

興
野　
　

瞳

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

緯（
9
2
）2
0
4
9

主
幹
兼
所
長　

○
小
髙　

誠
一

主
査　
　
　
　
　

竹
川
久
美
子

生
涯
学
習
課　

緯（
9
6
）2
1
1
6

課
長　
　
　
　

○
益
子　

雅
浩

課
長
補
佐
（
社
会
教
育
主
事
・
指

導
主
事
）　　
　
 
山
口　

武
彦

●
生
涯
学
習
係

係
長　
　
　
　
　

大
金　

典
彦

課
付
係
長　
　
　

友
田　

哲
也　

主
事　
　
　
　
　

小
髙　

三
恵

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

係
長　
　
　
　
　

川
上　

昌
之

主
事　
　
　
　
　

田
口　

寛
崇

主
事　
　
　
　
　

山
﨑　

真
衣

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

緯（
9
6
）3
3
6
6

課
長
補
佐
兼
文
化
振
興
係
長

　
　
　
　
　
　
　

屋
代　

真
一

主
査　
　
　
　
　

近
藤　

美
幸

学
芸
員　
　
　
　

金
子　

智
美

図
書
館

　

馬
頭
図
書
館
緯（
9
2
）5
0
1
5

　

小
川
図
書
館
緯（
9
6
）2
3
3
5

主
幹
兼
館
長　
　

星　
　

文
子

課
付
係
長　
　
　

石
井　

美
帆

主
事　
　
　
　
　

野
上　

康
二

馬
頭
広
重
美
術
館緯（

9
2
）1
1
9
9

館
長（
専
門
員
）　

田
村　

正
水（
再
）

課
長
補
佐
兼
事
務
長

　
　
　
　
　
　

○
笠
井
智
恵
子

主
任
学
芸
員　
　

長
井　

裕
子

学
芸
員　
　
　
　

山
内　

れ
い

議
会
事
務
局　

緯（
9
6
）2
1
1
2

局
長　
　
　
　
　

髙
林　

伸
栄

局
長
補
佐
兼
議
事
係
長　

　
　
　
　
　
　
　

岩
村　

房
行

●
庶
務
係

係
長　
　
　
　
　

長
家
佳
奈
子

上
下
水
道
課　

緯（
9
2
）2
0
0
2

課
長　
　
　
　
　

田
代　

喜
好

課
長
補
佐　
　
　

岡　

多
恵
子

●
業
務
係

係
長　
　
　
　
　

仲
野
谷
智
弘

主
査　
　
　
　
　

藤
田　

智
大

主
事　
　
　
　
　

髙
松　

里
枝

●
水
道
係

係
長　
　
　
　
　

橋
本　

秀
一

技
師　
　
　
　
　

佐
藤
将
太
郎

主
事　
　
　
　
　

佐
藤　

勇
生

主
任
技
術
員　
　

菊
池　

一
彦

●
下
水
道
係

係
長　
　
　
　
　

川
上　
　

浩

主
事　
　
　
　
　

川
俣　

貴
弘



卒
業

 

お
め
で
と
う

小川小学校

馬頭西小学校

小川中学校

馬頭中学校

馬頭小学校

馬頭東小学校

12広報なかがわ　平成29年　月10日4

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　
　
　
　

田
村　

正
水

住
民
生
活
課
長　

鈴
木　

眞
也

環
境
総
合
推
進
室
長

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

雄
一

子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
　
　
　
　

小
川　

一
好

学
校
教
育
課
主
幹
兼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長　
　

菊
池　

政
広

生
涯
学
習
課
主
幹
兼
馬
頭
広
重
美

術
館
事
務
長　
　

北
條　
　

清

子
育
て
支
援
課
主
幹
兼
ひ
ば
り
幼

稚
園
長　
　
　
　

小
林　

順
子

税
務
課
長
補
佐　

篠
江
智
恵
子

生
涯
学
習
課
長
補
佐（
図
書
館
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
林　

和
枝

ひ
ば
り
幼
稚
園
教
頭　

　
　
　
　
　
　
　

大
武　

淳
子

馬
頭
中
央
保
育
園
主
任
保
育
士　

　
　
　
　
　
　
　

薄
井　

隆
子

税
務
課
主
査　
　

髙
野　

愛
子

生
涯
学
習
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　

池
田
ま
り
子　

小
川
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　
　
　
　

川
上　

莉
代

大
内
保
育
園
主
任
調
理
員　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
金　

恵
子

◆
退
職
者（
3
月　

日
付
け
）

31

新
規
採
用
職
員
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
列
右
か
ら
、

岡
山
こ
の
み（
企
画
財
政
課
）

岡　
　

悠
吏（
税
務
課
）

北
條
由
布
子

（
わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園
）

菊
池
愛
咲
美（
住
民
課
）

後
列
右
か
ら
、

齋
藤　

梨
菜（
会
計
課
）

川
俣　

光
世（
健
康
福
祉
課
）

半
田　

理
瑛（
健
康
福
祉
課
）

原
口　

正
人（
子
育
て
支
援
課
）

小
森　

亮
利（
建
設
課
）

隊
員　
　
　

小
島　

徳
明

隊
員　
　
　

小
鮒　

千
文

隊
員　
　
　

佐
藤　

悠
矢

隊
員　
　
　

戸
松　

淑
朗

隊
員　
　
　

佐
藤　

豊
彦

隊
員　
　
　

駒
馬　

悠
子

隊
員　
　
　

星　
　

里
奈

星　　里奈 駒場　悠子

地
域
お
こ
し
協
力
隊

緯（
9
2
）2
8
2
5

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を

29

実
施
し
ま
す

○
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
4
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
、
6
月
1
日
時
点
で
実
施
し

ま
す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重

要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査

で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
統
計
課

緯
0
2
8（
6
2
3
）2
2
5
0　

企
画
財
政
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
4工業統計キャラクター・

コウちゃん

○
図
書
館
へ

図
書「
大
志
」　

匿
名（
大
山
田
上
郷
）

図
書「
な
す
香　

年
の
歩
み
」

10
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
な
す
香
」

○
教
育
文
化
基
金
へ

2
万
円　

寺
西　

利
夫
様

（
京
都
府
京
都
市
）

○
地
域
振
興
基
金
へ

2
万
円　

上
杉　

章
紀
様

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

2
万
円　

多
々
納
恵
一
様

（
東
京
都
杉
並
区
）

2
万
円　

田
中
と
も
子
様

（
東
京
都
羽
村
市
）

5
万
円　

岡　
　

直
樹
様

（
新
潟
県
小
千
谷
市
）

○
福
祉
基
金
へ

1
万
円　

小
林　

誠
一
様

（
宮
城
県
仙
台
市
）

5
万
円　

穴
山　

清
作
様

（
東
京
都
国
分
寺
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

2
万
円　

益
子　

和
弘
様

（
健
武
1
1
0
回
）

1
万
8
2
9
8
円

　
　
　

馬
頭
む
ら
お
こ
し
セ
ン
タ
ー

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

1
万
円　

匿
名（
5
0
9
回
）

5
万
2
千
円　

匿
名

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
贈【
3
月　

日
受
付
分
ま
で
】

２０

私たちが、新しい隊員です。
よろしくお願いいたします。

卒
業

 

お
め
で
と
う

卒
業

 

お
め
で
と
う

卒
業

 

お
め
で
と
う

　

町
内
の
2
中
学
校
で
3
月
9
日
に
、4
小

学
校
で
17
日
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、恩
師
や
在
校
生
、保
護
者
な
ど

に
見
送
ら
れ
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
新
た

な
ス
タ
ー
ト
へ
の
希
望
を
胸
に
学
び
舎
を
巣

立
ち
ま
し
た
。

　

卒
業
者
は
次
の
通
り
で
す
。

馬
頭
中
学
校　
　

92
人

小
川
中
学
校　
　

57
人

馬
頭
小
学
校　
　

44
人

馬
頭
西
小
学
校　

6
人

馬
頭
東
小
学
校　

13
人

小
川
小
学
校　
　

42
人

小川小学校小川小学校小川小学校

馬頭西小学校馬頭西小学校馬頭西小学校

小川中学校小川中学校小川中学校

馬頭中学校馬頭中学校馬頭中学校

馬頭小学校馬頭小学校馬頭小学校

馬頭東小学校馬頭東小学校馬頭東小学校
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町
内
の
保
育
園
4
園
・

　

幼
稚
園
2
園
が
閉
園
し
ま
し
た

のののの
保保保保保
育育育育育育育育
園園園園園
44444444
園園園園
・

町町町町
内内
の

町町
内内
ののの

幼幼幼幼幼幼幼幼
稚稚

ままままままま
しししししししし
たたたたたたたた

稚稚
園園
2
園園

園園
22222
園園園園園

園園
しししししししし
まままままままま

園園
がががががが
閉閉
園園

幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼
稚稚

たたたたたたた

町
内
の
保
育
園
4
園
・

　

幼
稚
園
2
園
が
閉
園
し
ま
し
た

町
内
の
保
育
園
4
園
・

　

幼
稚
園
2
園
が
閉
園
し
ま
し
た

　

認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
に
あ
た
り
、馬
頭
中
央
保
育

園
が
61
年
、大
内
保
育
園
が
43
年
、馬
頭
南
保
育
園
が

36
年
、わ
か
あ
ゆ
保
育
園
が
7
年
、ひ
ば
り
幼
稚
園
が
39

年
、小
川
幼
稚
園
が
42
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、3
月

24
日
に
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
園
式
で
は
、各
園
の
経
過
報
告
や
、記
念
品
贈
呈
、

園
歌
斉
唱
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、式
典
終
了
後

に
は
、園
児
や
保
護
者
、職
員
が
、「
あ
り
が
と
う
」の
感

謝
を
込
め
て
、園
庭
で一
斉
に
風
船
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
、在
園
児
だ
け
で
な
く
、多
く
の
卒
園

児
た
ち
と
の
、思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
園
舎
に
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、4
月
か
ら
、馬
頭
中
央
保
育
園
は
、な
か
の
こ

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、ひ
ば
り
幼
稚
園
は
、ひ
ば
り
認

定
こ
ど
も
園
と
し
て
、わ
か
あ
ゆ
保
育
園
は
わ
か
あ
ゆ
認

定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。

ひばり幼稚園ひばり幼稚園ひばり幼稚園

小川幼稚園小川幼稚園小川幼稚園

わかあゆ保育園わかあゆ保育園わかあゆ保育園

馬頭中央保育園馬頭中央保育園馬頭中央保育園

馬頭南保育園馬頭南保育園馬頭南保育園

大内保育園大内保育園大内保育園
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町
内
の
保
育
園
4
園
・

　

幼
稚
園
2
園
が
閉
園
し
ま
し
た

ひばり幼稚園

小川幼稚園

わかあゆ保育園

馬頭中央保育園

馬頭南保育園

大内保育園
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馬
頭
ウ
イ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

昨
年　

月
の
第　

回
栃
木
県
小
学
生
女
子

10

30

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
準
優
勝
し
、

3
月　

日
か
ら　

日
に
神
奈
川
県
で
開
催

26

28

さ
れ
た
、
第　

回
春
季
全
日
本
小
学
生
女

10

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
に
向
け
て
、
3
月　

日
16

に
町
長
室
で
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、
主
将
の
露
久
保
杏
奈
さ

ん（
馬
頭
）が
、「
お
世
話
に
な
っ
た
た
く
さ

ん
の
人
へ
、
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。
全
国
大

会
は
、
雨
に
よ
り
一
日
順
延
と
な
り
ま
し

た
が
、
選
手
一
人
ひ
と
り
が
力
の
限
り
プ

レ
ー
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま

し
た
。

馬
頭
ウ
イ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

全
国
大
会
出
場

　

那
珂
川
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
全
国

春
季
火
災
予
防
運
動
期
間（
3
月
1
日
か

ら
7
日
ま
で
）に
併
せ
て
、
小
川
地
区
の

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
防
火
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
防
火
座
談
会
は
、
地
域
で
の
火
災

防
火
の
普
及
を
目
的
に
、
各
地
区
を
巡
回

し
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
那
珂
川
消
防

署
職
員
を
講
師
に
招
き
、
今
年
は
、
火
災

予
防
に
つ
い
て
及
び
1
1
9
番
通
報
な
ど

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

座
談
会
に
は
地
域
の
住
民
や
消
防
団
員

も
参
加
し
、
家
庭
に
お
け
る
火
災
の
注
意

点
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
や
1
1
9
番
通
報
の
し

く
み
を
確
認
し
、
地
域
で
火
災
を
出
さ
な

い
意
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

防
火
座
談
会
で

火
災
予
防
を
啓
発

高山　結衣さん
大金　千夏さん

露久保　杏奈さん
深澤　悠太監督

高山　義彦団長

平
成　

年
度　

那
珂
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
開
催

28

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
6
人
の
活
動
報
告
会
が
、
3
月　

日
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ

28

や
か
共
生
館
で
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や
関
係
者
約　

人
が
、
隊
員
の
活
動
内
容
や
今
後
の
構
想

70

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

稲
垣
侑
子
隊
員
は
、「
芸
術
文
化
振
興
、

ア
ー
ト
で
町
お
こ
し
」を
テ
ー
マ
に
、
小
砂

地
区
の
P
R
を
中
心
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

休
耕
畑
を
利
用
し
、
制
作
し
た
畑
ア
ー
ト
や

K
E
A
T
2
0
1
6
小
砂
環
境
芸
術
祭
内
の

イ
ベ
ン
ト
企
画
、
旧
馬
頭
北
保
育
園
で
開
催

さ
れ
た
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
の
運
営
な
ど
を

報
告
し
、
3
年
間
の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。

　

小
島
徳
明
隊
員
は
、「
空
き
商
店
で
、
知

る
・
集
う
・
発
信
」を
テ
ー
マ
に
、
商
店
街
や

空
き
商
店
を
利
用
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
元

気
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
で
は
、
旧
明
治
屋
を

利
用
し
て
行
わ
れ
た「
街
中
お
ば
け
屋
敷
時

計
ノ
イ
エ
」の
企
画
、
運
営
や
馬
頭
の
ひ
な

め
ぐ
り
実
行
委
員
な
ど
の
活
動
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

小
鮒
千
文
隊
員
は
、「
食
で
元
気
を
応
援
！

台
所
か
ら
は
じ
め
る
地
域
お
こ
し
」を
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、「
薬

膳
料
理
教
室
」の
実
施
や
、
子
育
て
世
代
と

い
う
自
身
の
立
場
を
生
か
し
、
子
育
て
支
援

事
業
と
連
携
し
て
、
産
前
産
後
の
お
母
さ
ん

に
養
生
ラ
ン
チ
の
提
供
や
離
乳
食
づ
く
り
な

ど
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
悠
矢
隊
員
は
、「
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン

を
通
し
た
情
報
発
信
」を
テ
ー
マ
に
、
各
イ

ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
や
風
景
画
の
制
作

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ま
ち
う
た

「
心
は
ふ
る
さ
と
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
や　

年
度
版
の
ブ
ラ
ン
ド
冊
子
の
制
作
、

28

も
う
ひ
と
つ
の
美
術
館
で
の
設
営
協
力
な
ど

の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

戸
松
淑
朗
隊
員
は
、「『
ま
ち
づ
く
り
会
社
』

と
地
域
へ
の
貢
献
」を
テ
ー
マ
に
、
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
会
社（
創
生
な
か

が
わ
株
式
会
社
）の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、

首
都
圏
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
地
域
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
特
産
品
や

観
光
な
ど
町
の
P
R
活
動
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

佐
藤
豊
彦
隊
員
は
、「
し
し
ま
る
・
高
手
の

里
、
販
の
展
開
と
情
報
発
信
」を
テ
ー
マ
に
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
八
溝
し
し
ま
る
の
販
売

促
進
の
一
つ
と
し
て
、
タ
レ
や
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
の
開
発
、
高
手
の
里
で
は
、
定
住
を

促
進
す
る
た
め
に
田
舎
暮
ら
し
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
や
ネ
ッ
ト
調
査
を
行
い
、
展
開
構
想
を

検
討
し
た
活
動
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
と
の
意
見
交
換
で
は
、
住
民

と
協
力
隊
が
イ
ベ
ン
ト
の
時
以
外
で
も
繋
が

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
し
て
ほ
し

い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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